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1. 研究の背景と目的 

木材資源は社会の中で様々な製品に加工さ

れて消費されている。その消費量は経済成長

と共に増大する傾向にあるため、途上国にお

いて今後更に需要が高まると予測される。そ

の中でも中国は、経済成長と人口増加が相ま

って、需要量の伸びは他国よりも大きいと考

えられる。森林総合研究所の推計では、中国

は 2030年において約 5億㎥(2030年時対世界

消費量比約 20％)の木材資源需要を有すると

予測されている[1]。 

こうした需要の高まりは、森林面積減少と

木材製品蓄積量の増加をもたらすと考えられ

る。事実、世界の木材製品の年間炭素蓄積増

加量はおよそ１億 t-Cと推計され [2]、その量

を炭素固定分として新しく考えるべきである

とうい考えが提唱されている。また、木材製

品は他の素材に比べ生産過程でのエネルギー

消費が少ないことが多いことや、資材として

使用できないものは熱回収することが可能で

ある。木材製品のこれら 3つの有用性はそれ

ぞれ「炭素蓄積効果」、「省エネルギー効果」、

「化石燃料代替効果」と呼ばれ [3]、それぞ

れCO2排出量を削減する効果と理解すること

ができる。つまり、木材製品の需要増大には

森林伐採が必要になるものの、木材製品を適

切に活用する事で低炭素社会構築の一手段に

なりうると言える。 

そこで本研究では、今後の需要増加が見込

まれる中国を対象に、木材製品の需要増大が

低炭素社会に与える影響を明らかにすること

を目的とした。その為に、木材製品需要量を

推計するモデルを構築し、それに伴うCO2排

出量削減量を推計した。 

 

2. 製品と用途の分類 

木材製品の需要を推計する上で明らかにし

なければならない事は、木材がどこからどこ

へ流れているのかという事である。木材製品

が消費者の下に届いて消費されるまでの一連

の流れを考えると、木材はまず製品に加工さ

れ、そして消費者の需要が存在する用途へと

流れて行く。つまり、用途毎に考える方が消

費者の立場に近い観点であり、需要の変動を

より推測しやすいと考えられる。そこで、木

材製品需要量は、製品別だけでなく、用途別

にも推計することとした。本研究で考える各

製品・各用途の関係性を図 1に示す。 

 

 

図 1各用途と各製品の関係 

 

3. モデルの概要 

“STELLA”を用いて、木材製品需要量と

それに伴うCO2排出量削減量を推計するシス

テムダイナミクスモデルを作成した。 



表 1用途・製品別の木質素材消費量原単位2
 

 

 

3.1. 各木材製品需要量の計算 

新規竣工面積から建築物用需要量を、家具

生産量から家具用需要量を、その他産業生産

量からその他産業用需要量を、それぞれの値

に基づいて計算した。紙製品用需要量は、紙・

板紙消費量と同量とし、GDPと消費量の関係

と将来人口から求めた。 

丸太需要量については、製品別需要量に各

丸太換算係数を掛け合わせ、リサイクル量や

端材利用量を差し引いた値を丸太需要量とし

た。この値が中国における各年の木材資源消

費総量を表している。 

 

3.2. 各CO2排出量削減効果の計算 

木材製品の総炭素蓄積量       は、 

                              
 

     

 

で表され、これが炭素蓄積効果として計上さ

れる値である。計算に用いた用途別残存率

   を表 2に示す。 

省エネルギー効果は、木材消費量の増加に

よって代替された他資材とのエネルギー消費

量の差分によって計算される。そこで、計算

は、中国における主要材料別 CO2排出量原単

位と各製品単位当たり部材量で行う。 

最後に、化石燃料代替効果は、廃木材製品

等から回収した熱エネルギー分だけ化石燃料

が代替されたという考え方に基づく。そこで、 

木質素材と化石燃料の熱量原単位及び化石燃

料の CO2排出量原単位から計算する。 

                                                        
2
 Index Unit とは 2000年での消費量を基準値 100と

した値 

表 2木材製品の平均寿命・残存率を表す関数

（用途別） 

 

4. 初期値設定とシナリオ作成 

4.1. 初期値や各変数の設定 

GDP と人口に関しては IIASA が公開して

いるデータ [5]（2050年まで）を用いた。 

「新規竣工面積」は、国内の延床面積が統

計値や目標値に概ね合致する様に設定した。

「家具生産量」と「その他産業生産量」は統

計値から、その増加率の逓減傾向を基に将来

の生産量を設定した。 

木材製品のリサイクル率は、紙製品は過去

の統計値から推測して「2010年以降毎年 0.06

ポイント向上」とし、建築用・家具用・その

他産業用は 15％と設定した。 

4.2. シナリオの作成 

ここまでで設定した変数に基づいて計算す

る場合を標準シナリオとする。そして、各効

果を増大させる為に各変数を変化させるシナ

リオを 3つ作成した。 

○平均寿命延長シナリオ 

木材製品の平均寿命を延ばす事で得られる

炭素蓄積効果の増大量を検討する。表 2に示

す平均寿命を、紙製品は変えず、紙製品以外

について、平均寿命を 2倍にするシナリオを

設定した。 

○リサイクル率向上シナリオ 

需要量を一定とし、リサイクルによって新

たに必要とする木材資源量をどの程度抑制で

きるかを検討する。変数の設定は、紙製品に

関しては毎年 0.12ポイント向上し、紙製品以

外の用途に関しては毎年0.05ポイント向上す

るシナリオを設定した。 

○木材製品需要増加シナリオ 

木造率の上昇などの木材製品の需要が高ま

る事で、3 つの効果がどこまで発揮されるの

かを検討する。需要量の増大は、表 1に示す

各原単位の値を増大させる事で表現する。原

単位が毎年 1％上昇するシナリオを設定した。 

製材 合板
ブロック
ボード

繊維板 削片板 OSB

住宅構造用
(㎥/million ㎡)

7,250 7,000 13

住宅内装用
(㎥/million ㎡)

10600 8700 8425 7250 1250

非住宅構造用
(㎥/million ㎡)

4,470 4,000 4

非住宅内装用
(㎥/million ㎡)

1370 1360 3700 535 370

家具用
(㎥/Index Unit)

19750 11250 2625 36850 18500

その他産業用
(㎥/Index Unit)

13080 13500 630 5100 1800 600

用途 平均寿命 関数

建築物用 30年 ロジスティック関数

家具用 20年 ロジスティック関数
その他産業用 25年 ロジスティック関数

紙製品用 約3年 指数関数



5. 計算結果 

まず、標準シナリオの計算結果を示す。 

及び図 3は、2050年までの用途別及び製品

別需要量を丸太換算した結果である。用途別

で見ると、家具と紙製品の需要量の増加が著

しい。紙製品は GDP と人口との相関が強い

為に、経済発展と人口増大の予測結果に引っ

張られる形で需要量が大きく伸びる結果とな

った。一方、家具用需要量が大きく伸びてい

る理由は、2000年以降の生産量の伸びが著し

い事を受けて、しばらくはその高い成長率が

続く事を見込んでいる為である。建築物は木

材の使用率が低いので、低い需要量におさま

っている。製品別で見ると、家具の原単位が

大きい製材と繊維板が大きく伸びている。こ

の二つの消費量は 2050 年には丸太換算量で

共に約 1.5億㎥に達し、2010年消費量と比較

してそれぞれ約 2.3倍と約 3.3倍である。 

続いて、炭素蓄積量とその変化量の計算結

果を図 4 に示す。合計値は、2010 年に約 54

億 t-C、2030 年に約 123 億 t-C、2050 年に約

197 億 t-C に達する。森林の吸収量に相当す

る炭素蓄積量の変化量を見てみると、2010年

に約2440万 t-C/yr、2030年に約4000万 t-C/yr、

2050 年に約 2600 万 t-C/yr という計算結果に

なった。2008年の中国の二酸化炭素排出量は

炭素換算すると約 19億 t-Cなので、木材製品

の炭素蓄積効果は中国において 1％前後の削

減効果を発揮していることになる。 

続いて、各シナリオの計算結果を見ていく。 

まずは、平均寿命延長シナリオを見る。こ 

 

 

図 2用途別丸太換算木材需要量(標準シナリオ) 

のシナリオでは炭素蓄積効果がどの程度増大

するかを見たいので、炭素蓄積量の計算結果

を図 5に示す。結論として、標準シナリオの

およそ 1.35倍程度で推移していく。2050年に 

 

 

図 3製品別丸太換算木材需要量(標準シナリオ) 

 

 

 

図 4用途別炭素蓄積量と合計蓄積変化量 

(標準シナリオ) 

 

 

図 5用途別炭素蓄積量と合計蓄積変化量 

（平均寿命延長シナリオ） 
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おける炭素蓄積量は、標準シナリオと比較

して、累計で約 8 億 t-C 多い。つまり、年平

均で約1100万 t-C多い炭素蓄積変化量である。

また、最大の炭素蓄積変化量は 2040年付近の

約 6040万 t-C/yrであった。 

続いて、リサイクル率向上シナリオに移る。

図 6 に、標準シナリオとリサイクル率向上シ

ナリオにおける古紙パルプ及び再生チップの

生産量を示す。リサイクル率の向上によって、

2010年～2050年の 40年間で「古紙パルプ：

約 10 億ｔ」「再生チップ(廃材由来)：約 4.6

億㎥」の増産がもたらされる計算結果となっ

た。これは単純に丸太換算すると、合計で約

38億㎥である。ゆえに、年平均で約 1億㎥の

丸太消費量を抑制出来る。 

最後に、需要増加シナリオの結果をまとめ

る。このシナリオでは、需要の増加に伴って、

各効果が全て比例して増大する事が予想され

る。炭素蓄積効果について図 7に示す。需要 

 

 

図 6古紙パルプ及びチップの再生産量の比較 

(標準シナリオとリサイクル率向上シナリオ) 

 

 
図 7用途別炭素蓄積量と合計蓄積変化量 

（木材製品需要増加シナリオ） 

表 3 2050 年における丸太需要量と蓄積変化

量の比較(標準シナリオと需要増加シナリオ) 

 
 

量が増大した事によって、蓄積量と蓄積変化

量が増大している。標準シナリオと需要増加

シナリオとで 2050 年における丸太総需要量

と蓄積変化量を比較した結果を表 3 にまと

めた。需要増加シナリオでは、木材製品蓄積

増加量が 1.8倍となった。 

省エネルギー効果、化石燃料代替効果の結

果については省略する。 

6. まとめ 

中国における木材製品の需要については、

現状の推移を辿れば、2050年において約 9～

11 億㎥に達する可能性が示された。ただし、

リサイクル率の向上に因り、丸太消費量を年

間約 1億㎥抑制することが出来る 

また、木材製品の炭素蓄積量の増加に伴う

ＣＯ２削減効果は、最高で年間 6000万 t-C に

達することが分かり、無視すべきでない効果

を秘めている。 

木材製品需要の増大は、中国社会が低炭素

社会に移行する上で考慮すべき要因であり、

今後森林の炭素蓄積変化と合わせた評価を行

っていく必要がある。 
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標準シナリオ 需要増加シナリオ

丸太需要量(億㎥) 9.08 11.32
木材製品

蓄積増加量(億㎥)
1.04 1.86

流入量に占める
蓄積増加量の割合

11.45% 16.43%


